　　　　　学級活動指導案　　　　　　　　　　　　小学校中学年①
ねらい：だれに対してもやさしいこころで接すると、いじめや仲間はずれがなくなるので、みんながたのしくくらすことができることを理解する。
	ねらい
	学習活動
	留意点など

	・「たじみ子どもの権利の日」について知る。

・これからの活動の意味を理解する。

・これからの活動を理解する。

・今日のふり返りをする。

	· １１月２０日が「たじみ子どもの権利の日」であることを伝える。

・権利と言う言葉は難しいね。でも、それはみんなが楽しく、安心して暮らすためにもっている大切なものです。
・権利の日には、皆さんにこんな言葉を覚えてほしいと思います。
・みんなの住んでいる多治見市の「たじみ」にはこんな意味もあるんだね。
・今日はたじみの eq \o\ac(○,み)のみんなとなかよくするための勉強をします。

１、絵本「あわぶくのしょうたい」の読みきかせをする。

・ここに「あわぶくのしょうたい」という本があります。あわぶくの正体は何だろう？と考えながら聞いてね。
２、あわぶくの正体について自分の考えをプリントに書く。
３、自分の考えを発表する。

　　・友達の支え。

　　・友達のやさしい心。

　　・友達のやさしい言葉。

４、黒い涙を流していたまさは、友達の優しい、うれしい言葉をもらってにじ色の涙を流すようになったね。みんなは、友達からうれしい言葉をかけてもらったことがあるかな？それがこころのあわぶくだよ。みんなのあわぶくを教えて下さい。
　　・元気だして。

・一緒に遊ぼう。

・ありがとう。

５、実際に、悲しそうな子を見かけたときにこころのあわぶくを出す練習をしましょう。

　　
　　あわぶくの役：「どうしたの？だいじょうぶ？」

　　　　　　　　：「元気出して。」
６、役割演技をしたときの気持ちを発表する。
　　・「声をかけてもらうと、うれしい気持ちになれた。」

　　・「ずっと友達でいたいと思いました。」
７、今日の感想を書く。
・友達が悲しそうだったら、声をかけてあげたいと思いました。
　　・友だちにやさしくしてもらうとうれしいので、ぼくも優しくしてあげたいと思いました。
	・権利という言葉の意味については深く立ち入らない。
・ゆっくりとよく分かるように読む。
・２人１組になる。１人はうつぶせになり、もう１人はあわぶくになる役。役を交代し、どちらの役も体験する。



学習プリント　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　）
	１，あわぶくの正体は何でしょう？自分の考えを書きましょう。


２，今日の感想を書きましょう。



	

	

	

	

	

	


＊資料
◎絵本について　題名「あわぶくのしょうたい」

　　　　　　　作・絵　飯田孝栄（いいだたかえ）

　　　　　　　出版社　文芸社　　定価（本体１２００円＋税）
◎あらすじ　　小学校３年生の“ジャイアントまさ”は強いことが一番だと思っている。周りのみんなは、意地悪で強引なまさが何を考えているのか分からない。

　　　　　　　ある日、まさの目から黒い涙があふれ出る。「強いおれのこんな姿を見られたら大変」とかくれていたまさだが、とまらない黒い涙の海に沈んでしまう。
　　　　　　　海に沈んだまさは魚の群についていく。その先に見つけた岩穴。岩穴をのぞき込むと、そこでは魚たちが、きれいなあわぶくを出しながら泳いでいた。魚たちがまさに近づく。「穴の中に行ってみたいな・・・。でも・・・」と弱気になるまさを、魚たちは岩穴に引きずり込んだ。
　　　　　　　すると、どうだろう。魚たちが出したあわぶくに包まれたまさは、今までに感じたことのない優しい気持ちになる。「この、あわぶくは・・・？」「何だろう、この気持ち・・・？」

　　　　　　　あわぶくに包まれたまさを、黒い涙が取り返しにやってきた。逃げ出すまさに魚たちが叫ぶ。「あなたのこころのあわぶくを出してごらんよ！」まさはほんわかしたやさしい気持ちに包まれる。
　　　　　　　ある日、まさの目から虹色の涙が流れる。まさの中で何かが変わったのだ。まさを変えたのは、魚たちが出したあわぶく。そこにつまった思いやりのあるやさしい言葉だった。

　　　　　　　あれからー

　　　　　　　まさの周りには友だちがいる。一緒に肩を組む友だちがいる。まさは少しづつわかってきた。あの日のあわぶくの意味が・・・。
� eq \o\ac(○,た)�はたのしくくらす


� eq \o\ac(○,じ)�はじぶんをたいせつにする


� eq \o\ac(○,み)�はみんなとなかよくする

















